５　古代史のまとめ
　　　　　　　　　　　以上で殆んど古記録もなく、古文書もない羽合地区の古代史を遺跡・遺物・地積図を唯一のたよりとし傍証史料の助けを得ながら、推定史を構成してみた。繩文期以前のこの地方の人間生活は分からないにしても、繩文期以後、弥生文化、古墳文化と豪族、農民の立場、条里制開拓地割、古代よりの神社と豪族、古廃寺阯と郡司、港湾水運などの関係は、いずれも長い古代史を織りなしたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たてよこ),経緯)の地糸の関係にあったことがわかる。そしてなお、つき進んで考えるならば、馬ノ山４号墳の中から出土したヒスイ勾玉、漢鏡は果たして大和朝廷からの受領物であるや否や、地水の利から考えて海外との直接交渉は全くなかったともおもえない。天鳥舟などの名称から推して伯耆氏の祖がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あめの),天)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひな),夷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とりの),鳥)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みこと),命)と称しているのは、どうやらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふねびと),船人)らしい名称である。また同時に出土した刀をはじめ工作具なども、いま進んでいる古鉄器の素質分析などに照らしてみれば、その産地鍛法も判明しようし、馬ノ山古墳の絶対的資料価値が確立することであろう。
　　　　　　　　　　　もう一つ未解決の問題は、大化以前すでに国司の制があったとする説に対して、降って和銅年間に至り漸くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こんじょうむ),金上旡)が始めて伯耆・国司に任命されたことしか判っていない（日本書記）が、地方豪族として当然国司に任命されてよい筈の伯耆造は郡司以前はどういう立場にあったかという疑問である。結論を急ぐ必要もないから将来の問題としてゆっくり考えてみたい。
